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Consideration about the monument in which I described the Japanese 































































































































































































































































































































































　　　茜草指 武良前野逝 標野行 野守者不見哉　君之袖布流
　題詞は漢文を読み下すと同様に「天皇、蒲生野に
遊猟するとき、額田王の作る歌」と読まれる。しか
し、歌本体は、「あかねさす紫野行き標野行き野守は
見ずや君が袖振る（あかねさす むらさきのゆき し
めのゆき のもりはみずや きみがそでふる）」という
発音のままに表記される。つまり、掲げる題詞では
文化を招来した中国への敬意を表しつつも、自らの
歌は自らの声（音）で詠みたかったのではないか、
ということである。未だ気付きの域でしかないが、
今後、會津八一の書道観と合わせ、考察を進めてい
きたいと考えている。
　植田重雄の『會津八一とその芸術』の扉には、新
潟市寄居浜海岸に立つ會津八一の写真が掲げられて
いる。（図９）　思わず手を止めて見入ったが、會津八
一の人となりを見事に写し撮った一枚ではないかと思
う。日本海特有の海風の中で立ち尽くす彼は、遠望
する視線の先に、一体、何を見つめ、何を見据えて
いたのであろうか。
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図９　新潟市寄居浜海岸に立つ會津八一
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【収集資料】＊引用参考文献としてだけではなく、資料としての意味合いを含めて記載している。
・『書豪　會津八一』　　　安藤更生　著　　　　　　　　　1965年10月25日　株式会社二玄社
・『會津八一書論集』　　　長島　健　編　　　　　　　　　1967年１月16日　株式会社二玄社
・『會津八一とその芸術』　植田重雄　著　　　　　　　　　1971年４月30日　早稲田大学出版部
・『書論　特集　會津八一』第７号　　　　　　 　　　　　1975年11月15日　書論研究会
・『會津八一の世界』　　　宮川寅雄　著　　　　　　　　　1978年９月５日　株式会社文一総合出版
・『越佐の墨芳』　　　　　内山喜助　宮　栄二　山本修之助　渡辺慶一　渡辺秀英　監修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1981年５月25日　新潟日報事業社
・『会津八一　書の指導』　渡辺秀英　川村佐武郎　共著　　1981年８月１日　株式会社考古堂書店
・『會津八一の書と風土』　長坂吉和　著　　　　　　　　　1984年６月15日　株式会社考古堂書店
・『會津八一と奈良　－歌と書の世界－』　西世古柳平　著　1992年10月15日　株式会社二玄社
・『會津八一の歌』　　　　山崎　馨　著　　　　　　　　　1993年７月５日　有限会社和泉書院
・『会津八一の旅』　　　　小林新一　著　　　　　　　　　1997年12月25日　株式会社春秋社
・『會津八一逸話集』　　　渡辺秀英　著　　　　　　　　　1999年２月10日　新潟日報事業社
・『會津八一とゆかりの地』　和光　慧　著　　　　　　　　2000年１月12日　株式会社二玄社
・『會津八一のいしぶみ』　財団法人會津八一記念館　監修　2000年11月15日　新潟日報事業社
・『會津八一』　　　　　　大橋一章　著　　　　　　　　　2015年１月25日　中央公論新社
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